
子育て・教育環境の充実 23市民サービスの拡充

教育委員会事務局 体制整備（４ブロック化）及び各校の課題に応じた学力向上施策の展開

〇 ブロック化による学校支援事業

 令和２年度から、各教育ブロック担当部長のマネジメントのもと、担当指導主事と学校の連携を密に行い、
全小中学校417校の課題に応じた取組みの実効性を高めていくために、必要な支援策を実施

〇 教育委員会事務局 体制整備（４ブロック化）
 令和２年度から市域を４つのブロックに分け、各教育ブロック担当部長のもと、域内の学校へ
の指導助言等を担当するラインを設置し、学校運営へのきめ細やかな支援体制を構築

・指導主事等を19人増員し50人を配置
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＜教育ブロックの掌握事務＞
■ 教育ブロック内の小学校、中学校の学力向上及び生活指導に係る事業の実施に関すること
■ 教育ブロック内の小学校、中学校の教科用図書及び教材に関すること
■ 教育ブロック内の小学校、中学校の教育活動に関すること

政策企画室「大阪市政 主な取組み（令和２年４月）」より抜粋

教育委員会事務局指導部のブロック化等について
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